
第 4 回ワークショップを開催しました！

世代や家庭環境等によって、
公園に求めるものや考え方が
違うことを実感した

第２回

本事業では、江東区初の「区民と共にゼ
ロからつくり上げる公園」として、（仮称）
大島九丁目公園を整備します。
今年度は、全４回のワークショップを開
催し、どのような公園をつくるかを「基
本計画」としてまとめていきます。
本ワークショップでは、新しい公園をど
のように利用したいか・過ごしたいかと
いう参加者の想いから、そのアイデアの
共有、空間・施設・設備・ルール・運営
管理に必要なコトやモノなど、様々なこ
とについて一緒に考えていきます。

対象地概要

お問い合わせ

（仮称）大島九丁目公園整備事業

公園づくり
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予 定：令和３年度  基本計画（ワークショップ ）
　　　 令和４年度  基本設計・実施設計
　　 　令和５年度  工事
　　 　令和６年度  竣工

面 積：9,613 ㎡

場 所：東京都江東区大島９－６

参加者の皆さんの想いをもとに、公園づくりのキーワードや方向性を共有しました

自分たちが『使ってみたい』『過ごしてみたい』公園を考えよう！

皆さんのアイデアが共存できる、具体的な配置と公園のコンセプトを考えました

みんなのアイデアを具体化してみよう！

大島小松川公園
（都立公園）

東大島駅

第三大島小学校

対象地

東大島図書館

大島小松川公園
（都立公園）

８月28日

９月25日

第４回 これまでに考えてきたコンセプトや基本方針について最終確認し、
みんなで考えた基本計画案をもとに、これからの区民の関わり方を考えました

12月18日

現地を体感して確認しながら、ゾーニング案について意見交換を行いました

11月６日

今  回

現地で公園を体感して、確認してみよう！（ミニ社会実験）

ワークショップ参加者の皆さんの感想

公園のイメージを確認し、これからの関わり方を考えよう！

第 3 回

３ 今後の展開について

前回までのワークショップに基づき、区民の皆さんが多様な関わりを持てる
ゾーニング案および基本計画案を作成しました。
今回は案をもとに、皆さんで考えたコンセプトや基本方針をおさらいしながら、
これからの進め方や区民の皆さんの関わり方について考えました！

担い手について

これからの進め方について 施設について

周辺住民への理解

ワークショップの結果やご意見をまとめた「基本計画」を３月末を目途に公表いたします。
本ワークショップは全４回の開催をもって一旦終了となりますが、多くの方からいただいた
「これからも公園づくりに関わりたい」「公園を育てていきたい」という声を大切に、
来年度以降も区民協働の公園づくりの取り組みを継続していきたいと考えています。
今後とも、区民の皆さんのご協力をお願いします！

自分達の公園に
自由に意見が言えて
楽しかった

今後は近所の人も誘って
巻き込みたい

子どもの声を聞く機会があると、
愛着をもっと持てるはず

高齢になっても
公園を楽しんでいきたい

これまでは「公園は自治体が用意するもの」だと思っていたが、
自分達も公園を作ることに参加して良いのが新鮮だった

今回で終わりではなく、
これからも関わるきっかけになるといい

3年後の完成がとても楽しみ

これからも様々な世代で集まって
意見交換の機会がほしい

普段機会が無いので、
地域の方々と会話できたこと自体が良かった

新しい江東区の姿をイメージできた

■日除け・雨除けのあるベンチがほしい

■インクルーシブな遊具や健康器具を設置してほしい

■園路は歩き甲斐のあるように距離表示をしてほしい

■将来的に区民の拠点施設がほしい

■夏に子どもが安全に遊べる小施設がほしい

■トイレは多めに設置してほしい

■公園整備までも整備後も、区民が関わり続けて、
　使われ続けるための自走できる仕組みを確立させたい。

■これからの検討や整備には、子ども達を巻き込みたい。

■ボランティアや民間事業者、多様な地域住民など、
　様々な人が関わっていける仕組みやルールをつくりたい。

■今回のワークショップが更に発展しながら続けていけるように、
　ＳＮＳなどのＷＥＢ媒体を開設してもらいたい。

■公園の整備自体にも区民が関わりたい（芝貼り、植樹など）。

■防犯対策や六価クロムの処理状況などについて、
　公園を安心安全に利用するために、事前説明をしてほしい

■火の取り扱いを否定せずに、色々と試行しながら検討してほしい

■社会実験等の試行を含めた理解促進の機会が必要

■プレイパーク、イベント企画、ビオトープ、畑・花壇づくり、参加型整備など、
管理や運営が必要なものについては、プロやボランティア、サークルなどに
　お願いしたり、近隣の小中学校やＰＴＡとも連携したりしていきたい。

■様々な担い手が公園に関わっていることを、看板やＳＮＳなどで紹介・発信したい。

■管理や運営に民間事業者が関われるような仕組みを作りたい。

民間事業者との
連携も

並行して検討し
ます！

多世代の方と同じものを目指し
様々な意見を聞けて刺激になった

公園づくりは新しい地域づくりの１つの形だ

小学校が近いので、
子どもや保護者が

関われる場となると嬉しい
完成したら公園で宿題をしたい

アイデアの詳細については、区のHPをご覧ください
https://www.city.koto.lg.jp/470604/ojima9/main.html


